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１

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
と
向
き
合
っ
て
‼

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
感
染
者
が
世

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
感
染
者
が
世

界
中
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
状
態
に
な
り
、
日

界
中
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
状
態
に
な
り
、
日

本
は
世
界
に
比
べ
た
ら
数
字
は
低
い
で
す

本
は
世
界
に
比
べ
た
ら
数
字
は
低
い
で
す

が
、
日
に
日
に
感
染
者
の
増
加
が
大
き
く
、

が
、
日
に
日
に
感
染
者
の
増
加
が
大
き
く
、

社
会
が
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

社
会
が
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
当
た
り
前
の
日
常
が
い
か
に

　

今
ま
で
の
当
た
り
前
の
日
常
が
い
か
に

幸
せ
な
日
常
だ
っ
た
の
か
と
痛
切
に
感
じ

幸
せ
な
日
常
だ
っ
た
の
か
と
痛
切
に
感
じ

つ
つ
、
ど
こ
に
行
く
に
も
ま
ず
マ
ス
ク
で
す
。

つ
つ
、
ど
こ
に
行
く
に
も
ま
ず
マ
ス
ク
で
す
。

　

二
〇
二
〇
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
七
月

　

二
〇
二
〇
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
七
月

二
十
三
日
に
人
数
制
限
、
縮
小
、ソ
ー
シ
ャ

二
十
三
日
に
人
数
制
限
、
縮
小
、ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
し
な
が
ら
開
会
さ
れ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
し
な
が
ら
開
会
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
大
変
な
コ
ロ
ナ
禍
で
、
ア

ま
し
た
。
こ
の
大
変
な
コ
ロ
ナ
禍
で
、
ア

ス
リ
ー
ト
の
活
躍
に
テ
レ
ビ
に
釘
付
け
に

ス
リ
ー
ト
の
活
躍
に
テ
レ
ビ
に
釘
付
け
に

な
っ
た
日
々
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
中
の
楽
し

な
っ
た
日
々
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
中
の
楽
し

み
で
も
あ
り
ま
し
た
。
又
、
八
月
二
十
四

み
で
も
あ
り
ま
し
た
。
又
、
八
月
二
十
四

日
か
ら
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
、
本
当

日
か
ら
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
、
本
当

に
感
動
を
あ
り
が
と
う
！

に
感
動
を
あ
り
が
と
う
！

　

十
月
に
入
り
、
少
し
ば
か
り
新
型
コ
ロ

　

十
月
に
入
り
、
少
し
ば
か
り
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
減
少
気
味
に
な
り
、
よ
う

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
減
少
気
味
に
な
り
、
よ
う

や
く
第
一
回
役
員
会
が
出
来
、
委
員
会
の

や
く
第
一
回
役
員
会
が
出
来
、
委
員
会
の

編
成
が
出
来
ま
し
た
。

編
成
が
出
来
ま
し
た
。

　

商
工
ま
つ
り
は
式
典
の
み
の
開
催
と
な

　

商
工
ま
つ
り
は
式
典
の
み
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
で
女
性
部
の
ふ
み
焼

り
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
で
女
性
部
の
ふ
み
焼

を
焼
い
て
い
る
元
気
な
部
員
の
姿
を
見

を
焼
い
て
い
る
元
気
な
部
員
の
姿
を
見

て
、
す
ご
く
懐
か
し
く
感
動
し
ま
し
た
。

て
、
す
ご
く
懐
か
し
く
感
動
し
ま
し
た
。

一
日
も
早
く
こ
ん
な
日
が
来
る
事
を
心
か

一
日
も
早
く
こ
ん
な
日
が
来
る
事
を
心
か

ら
願
い
ま
す
。

ら
願
い
ま
す
。

　

又
、
都
女
連
の
全
国
大
会
は
前
年
度
か

　

又
、
都
女
連
の
全
国
大
会
は
前
年
度
か

ら
延
期
と
な
り
、
令
和
三
年
十
月
十
九
日

ら
延
期
と
な
り
、
令
和
三
年
十
月
十
九
日

～
二
十
一
日
だ
っ
た
の
が
再
度
の
延
期
と

～
二
十
一
日
だ
っ
た
の
が
再
度
の
延
期
と

な
り
、
令
和
四
年
二
月
十
五
日
に
な
り
ま

な
り
、
令
和
四
年
二
月
十
五
日
に
な
り
ま

し
た
。

し
た
。

　

十
一
月
の
多
摩
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
で

　

十
一
月
の
多
摩
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
で

は
、
新
任
幹
事
の
方
に
も
参
加
頂
き
、
終

は
、
新
任
幹
事
の
方
に
も
参
加
頂
き
、
終

了
後
に
お
茶
を
す
る
こ
と
が
出
来
、
話
に

了
後
に
お
茶
を
す
る
こ
と
が
出
来
、
話
に

も
花
が
咲
い
た
様
で
、
女
性
部
の
明
る
い

も
花
が
咲
い
た
様
で
、
女
性
部
の
明
る
い

一
面
が
感
じ
ら
れ
た
時
間
で
し
た
。

一
面
が
感
じ
ら
れ
た
時
間
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
の
兆
し

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
の
兆
し

が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
令
和
四
年
、
新
年

が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
令
和
四
年
、
新
年

と
共
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
も
の
す
ご
い
勢

と
共
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
も
の
す
ご
い
勢

い
で
猛
威
を
振
る
い
始
め
、
感
染
者
が
急

い
で
猛
威
を
振
る
い
始
め
、
感
染
者
が
急

増
し
、
本
当
に
い
つ
ま
で
続
く
の
か
と
感

増
し
、
本
当
に
い
つ
ま
で
続
く
の
か
と
感

じ
ま
し
た
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
人
々
の

じ
ま
し
た
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
人
々
の

心
が
疲
れ
切
っ
て
い
る
今
、
令
和
四
年
二

心
が
疲
れ
切
っ
て
い
る
今
、
令
和
四
年
二

月
一
日
、
女
性
部
の
新
年
賀
詞
交
歓
会
は
、

月
一
日
、
女
性
部
の
新
年
賀
詞
交
歓
会
は
、

ク
レ
ス
ト
ン
ホ
テ
ル
の
ご
協
力
の
も
と
、

ク
レ
ス
ト
ン
ホ
テ
ル
の
ご
協
力
の
も
と
、

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
企
画
し
て
い
ま
し
た

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
企
画
し
て
い
ま
し
た

が
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
猛
威
に
は
勝
て
ず
、

が
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
猛
威
に
は
勝
て
ず
、

残
念
な
が
ら
中
止
。
新
年
の
ス
タ
ー
ト
に
、

残
念
な
が
ら
中
止
。
新
年
の
ス
タ
ー
ト
に
、

と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
残
念
な

と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
残
念
な

結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
一
色
か
と
思
い

　

今
年
も
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
一
色
か
と
思
い

き
や
、
今
度
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の

き
や
、
今
度
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の

戦
争
が
勃
発
、
ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
、
こ
の

戦
争
が
勃
発
、
ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
、
こ
の

話
題
と
な
り
、
心
の
痛
い
出
来
事
ば
か
り

話
題
と
な
り
、
心
の
痛
い
出
来
事
ば
か
り

で
す
。
幼
い
子
供
、
老
人
が
い
つ
も
犠
牲

で
す
。
幼
い
子
供
、
老
人
が
い
つ
も
犠
牲

者
で
す
。
日
本
も
対
岸
の
火
事
と
は
思
え

者
で
す
。
日
本
も
対
岸
の
火
事
と
は
思
え

な
い
は
ず
で
す
。
今
後
色
々
な
事
が
生
活

な
い
は
ず
で
す
。
今
後
色
々
な
事
が
生
活

に
も
影
響
す
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
私

に
も
影
響
す
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
。
私

達
女
性
部
が
一
丸
と
な
っ
て
今
出
来
る
事

達
女
性
部
が
一
丸
と
な
っ
て
今
出
来
る
事

を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
紙
面
を

を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
紙
面
を

お
借
り
し
て
、
今
後
共
女
性
部
へ
の
ご
協

お
借
り
し
て
、
今
後
共
女
性
部
へ
の
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
致
し
ま
す
。

力
を
心
か
ら
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
お

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
お

店
、
会
社
に

店
、
会
社
に

‼‼

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

二
〇
二
〇
年
一
月
、
我
々
女
性
部
の
新

　

二
〇
二
〇
年
一
月
、
我
々
女
性
部
の
新

年
賀
詞
交
歓
会
並
び
に
三
十
五
周
年
と
い

年
賀
詞
交
歓
会
並
び
に
三
十
五
周
年
と
い

う
節
目
の
年
を
来
賓
の
皆
様
と
共
に
祝
う

う
節
目
の
年
を
来
賓
の
皆
様
と
共
に
祝
う

こ
と
が
出
来
た
の
が
す
ご
く
遠
い
日
の
事

こ
と
が
出
来
た
の
が
す
ご
く
遠
い
日
の
事

の
様
で
す
。

の
様
で
す
。

　

こ
の
後
は
毎
日
マ
ス
ク
生
活
が
始
ま
る

　

こ
の
後
は
毎
日
マ
ス
ク
生
活
が
始
ま
る

と
共
に
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
生
活
も
多
く
な

と
共
に
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
生
活
も
多
く
な

り
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
検
温
・
消
毒
、

り
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
検
温
・
消
毒
、

外
出
か
ら
戻
っ
た
ら
手
洗
い
う
が
い
と
な

外
出
か
ら
戻
っ
た
ら
手
洗
い
う
が
い
と
な

り
、
女
性
部
の
諸
事
業
も
次
々
と
中
止
と

り
、
女
性
部
の
諸
事
業
も
次
々
と
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

な
り
ま
し
た
。

　

七
月
の
都
女
連
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

　

七
月
の
都
女
連
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

長
野
大
会
は
二
〇
二
一
年
に
延
期
、
又

長
野
大
会
は
二
〇
二
一
年
に
延
期
、
又

二
〇
二
〇
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

二
〇
二
〇
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
二
〇
二
一
年
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

ピ
ッ
ク
も
二
〇
二
一
年
開
催
と
な
り
ま
し
た
。



２

た　　つ　　く　　り
　

令
和
三
年
度
調
布
市
商
工
会
女
性
部
第

三
十
六
回
通
常
部
員
総
会
に
つ
き
ま
し
て

は
、
未
だ
続
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
本
年
度
も
下
記
の
通
り
書

面
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

日　
　

時
：
令
和
三
年
四
月
二
十
三
日

開
催
方
法
：
書
面

部
員
総
数
：
百
三
十
七
名
に
対
し
て
賛
成

　
　
　
　
　

百
二
十
五
名

議　
　

案

　

第
一
号
議
案
：
令
和
二
年
度
事
業
報
告

　
　
　
　
　
　
　

並
び
に
収
支
決
算
報
告

　
　
　
　
　
　
　

承
認
に
つ
い
て

　

第
二
号
議
案
：
令
和
三
年
事
業
計
画
並

　
　
　
　
　
　
　

び
に
収
支
予
算
決
定
に

　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

　

第
三
号
議
案
：
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

　
　
　
　
　
　
　

の
選
任
に
つ
い
て

　

以
上
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
各
議
案
と

も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
紙
面
後
掲
に
て
、

新
任
役
員
の
皆
様
の
ご
紹
介
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　

四
月
十
一
日(
日)
午
前
八
時
。

　

た
く
さ
ん
の
人
が
集
合
し
、
多
摩
川
ク

リ
ー
ン
作
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
こ
ん
な
に
も
人
が
集
ま
り
少
し

不
安
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
屋
外
と
い
う

こ
と
も
あ
り
な
る
べ
く
離
れ
て
作
業
に
当

た
り
ま
し
た
。

　

何
度
か
参
加
し
て
き
た
の
で
す
が
、
多

摩
川
は
本
当
に
清
掃
が
行
き
届
い
て
い
る

の
か
、
個
人
個
人
が
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
と

い
う
意
識
が
高
い
の
か
、
今
回
も
ゴ
ミ
は

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
だ
け
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
る
と

い
う
事
も
調
布
の
方
々
の
美
に
対
す
る
気

第
三
十
六
回

第
三
十
六
回

　
　
　
通
常
部
員
総
会

　
　
　
通
常
部
員
総
会

　

六
月
二
十
四
日
、
長
野
県
で
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大

防
止
の
為
、
現
地
で
の
参
加
は
発
表
者
と

関
係
者
数
名
と
制
限
が
あ
り
、
私
達
は
調

布
市
商
工
会
館
に
て
大
会
の
ラ
イ
ブ
配
信

を
視
聴
し
ま
し
た
。

　

又
、
例
年
で
す
と
特
産
品
の
出
店
が
会

場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
「
通

販
カ
タ
ロ
グ
」が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
酒
、

木
工
品
、
ジ
ャ
ム
、
ス
ウ
ィ
ー
ツetc.

長
野
県
自
慢
の
商
品
が
お
取
り
寄
せ
で
き

ま
す
。

　

さ
て
、
開
会
式
の
後
、
各
都
県
代
表

十
一
名
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
い
く
つ

か
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

最
優
秀
賞　

山
梨
県
南
部
町
商
工
会

　

特
産
は
、
お
茶
、
筍
、
生
姜
の
町
。
質

の
高
い
大
生
姜
の
生
産
に
挑
戦
し
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
ジ
ャ
ム
や
佃
煮
、
シ
ロ
ッ

プ
等
の
商
品
開
発
を
し
た
。
道
の
駅
で
の

対
面
販
売
、
そ
し
て
レ
シ
ピ
本
も
作
り
Ｔ

Ｖ
や
ラ
ジ
オ
で
も
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。「
南

部
美
人
ジ
ャ
ー
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
力
を

増
す
よ
う
活
動
し
て
い
る
。

優
秀
賞　

東
京
都
瑞
穂
町
商
工
会

　

狭
山
茶
の
産
地
。
二
十
八
年
間
春
秋
二

回
、
老
人
福
祉
施
設
の
窓
ふ
き
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
実
施
。
忙
し
い
中
で
の
つ
ら
い

仕
事
だ
が
、
入
居
者
と
の
ふ
れ
あ
い
が
自

ら
を
見
つ
め
な
お
す
機
会
と
な
っ
て
い

る
。
新
規
事
業
を
た
ち
あ
げ
る
よ
り
継
続

の
重
み
を
実
感
し
て
い
る
。

優
良
賞　

静
岡
県
浅
羽
町
商
工
会

　

「
自
分
の
町
を
知
ら
ず
に
街
づ
く
り
は

出
来
な
い
」
ベ
ト
ナ
ム
支
援
に
貢
献
し
た

医
師　

浅
羽
佐
喜
太
郎
氏
に
つ
い
て
勉
強

し
、
そ
の
後
ベ
ト
ナ
ム
料
理
の
教
室
を
開

い
た
り
、
産
業
祭
で
フ
ォ
ー
や
生
春
巻
の

店
を
出
し
た
り
活
動
の
場
を
拡
げ
て
い

る
。

　

そ
し
て
、
惜
し
く
も
入
賞
で
き
な
か
っ

た
方
々
の
発
表
で
も
貴
重
な
経
験
や
活
動

を
聞
か
せ
て
頂
き
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

・
結
婚
事
業
の
お
手
伝
い

・
笑
い
ヨ
ガ
を
学
び
様
々
な
と
こ
ろ
で
講

習
会
を
開
く

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
っ
て
情
報
発
信
し
新
規
会
員
を
獲
得

し
た

・
シ
ニ
ア
世
代
に
輝
い
て
ほ
し
い
！
色
と

り
ど
り
の
ド
レ
ス
、
ヘ
ア
メ
イ
ク
付
き
の

フ
ォ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
企
画
。

　

最
後
に
、
「
観
客
の
応
援
が
あ
っ
た
の

で
頑
張
れ
た

‼
」
と
多
く
の
代
表
が
言

持
ち
が
高
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
。
も
っ
と
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
け
れ

ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛　

由
佳

多
摩
川
ク
リ
ー
ン
作
戦（
春
）

多
摩
川
ク
リ
ー
ン
作
戦（
春
）

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

　
　
女
性
部
交
流
研
修
会

　
　
女
性
部
交
流
研
修
会
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う
通
り
、
生
の
声
援
は
素
晴
ら
し
い
も
の

で
す
。
次
回
は
会
場
で
応
援
で
き
る
よ
う

に
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井　

恭
子

　

調
布
市
商
工
会
で
は
、
令
和
三
年
十
一

月
二
十
四
日
を
も
っ
て
六
十
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　

そ
れ
を
記
念
し
て
、
記
念
事
業
及
び
記

念
式
典
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

記
念
事
業
は
、
十
月
九
日
（
土
）
、
十

日
（
日
）
に
調
布
市
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
大

ホ
ー
ル
に
て
第
六
十
六
回
調
布
市
商
工

ま
つ
り
と
合
同
で
開
催
を
致
し
ま
し
た
。

　

第
一
回
地
域
密
着
型
研
修
会
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ

に
て
令
和
三
年
九
月
十
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

テ
ー
マ　

「
危
機
管
理
～
自
然
災
害
や
新

　
　
　
　

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な

　
　
　
　

い
会
社
に
な
る
」

講
師　
　

中
小
企
業
診
断
士
・
気
象
予
報
士

　
　
　
　

柏
崎　

祐
介 

先
生

　

災
害
と
は
何
か
？
東
京
都
で
注
意
す
べ

き
災
害
（
地
震
・
大
雨
）
、
地
球
環
境
の

変
化
に
伴
う
災
害
（
地
球
温
暖
化
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）
が
、
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

地
震
は
、
ま
ず
我
々
が
居
住
し
て
い
る

六
十
周
年
記
念
式
典

六
十
周
年
記
念
式
典

六
十
周
年
を
記
念
し
た
楽
曲
の
製
作
・
動

画
の
製
作
及
び
調
布
市
商
工
会
公
式
マ
ス

コ
ッ
ト
ぐ
ら
ん
ぷ
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
は
、
十
一
月
二
十
四
日
（
水
）

に
調
布
ク
レ
ス
ト
ン
ホ
テ
ル　

ク
ラ
ウ
ン

ル
ー
ム
に
て
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、ご
来
賓
の
長
友
調
布
市
長
、

小
林
調
布
市
議
会
議
長
と
と
も
に
調
布
市

商
工
会
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

　

歴
代
女
性
部
長
表
彰
と
し
て
、
山
口
英

子
相
談
役
、
内
山
た
み
子
相
談
役
、
根
岸

玲
子
相
談
役
、
松
村
徳
子
相
談
役
、
大
竹

勝
子
部
長
の
五
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
の
代
表
と
し
て
、
根
岸
相
談
役

が
代
表
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

写
真
は
、
六
十
周
年
記
念
式
典
に
出
席

さ
れ
た
根
岸
相
談
役
、
松
村
相
談
役
、
大

竹
部
長
で
す
。

地
域
の
状
態
を
知
り
、
揺
れ
・
斜
面
崩
壊
・

液
状
化
・
津
波
の
被
害
想
定
を
知
り
、
リ

ス
ク
を
回
避
す
る
対
策
の
必
要
が
有
り
ま

す
。
発
生
の
事
前
予
測
が
出
来
な
い
こ
と

と
、
発
災
後
の
対
策
が
出
来
な
い
こ
と
が

特
徴
で
す
。
そ
の
た
め
に
事
前
に
出
来
る

対
策
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

大
雨
は
台
風
・
長
雨
・
線
状
降
水
帯
に

よ
る
被
害
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
地
元
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
か
ら
最
大
被
害
想
定
を
知

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
程
度
事
前
の

予
測
が
出
来
る
こ
と
と
、
発
災
後
で
は
対

策
が
遅
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
ま
さ
に
現

在
直
面
し
て
い
る
事
柄
で
す
。
「
良
く
知

り
、
正
し
く
恐
れ
行
動
す
る
」
と
言
わ
れ

た
こ
と
が
と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
し

た
。

　

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
は
、
変
化
を
正

面
か
ら
捉
え
、
極
端
な
現
象
を
増
加
す
る

こ
と
を
考
え
、
幅
を
も
っ
て
経
営
リ
ス
ク

を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

災
害
に
対
し
て
自
社
に
出
来
る
こ
と
は

何
か
？

「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
」
の
視
点

に
基
づ
い
て
整
理
を
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

最
後
に
三
・
一
一
の
実
際
の
事
例
の
教
訓
。

「
平
時
か
ら
の
健
全
な
経
営
が
あ
っ
て
こ

そ
、
備
え
が
生
き
る
」

「
二
十
年
後
を
想
定
出
来
る
会
社
が
生
き

残
れ
る
」

第
一
回
地
域
密
着
型
研
修
会

第
一
回
地
域
密
着
型
研
修
会
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十
一
月
十
四
日(

日) 

調
布
市
主
催

の
多
摩
川
の
美
化
活
動
に
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
。

　

雨
予
報
も
出
て
お
り
ま
し
た
が
、
清
掃

日
和
の
清
々
し
い
朝
を
迎
え
る
こ
と
が
で

　

十
二
月
に
入
り
寒
気
日
増
し
に
深
ま
る

中
、
東
京
都
商
工
会
女
性
部
連
合
会
の
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
で
の
参
加
で
す
。

　

一
部
は
庭
野
勉
氏
に
よ
る
「
地
域
を
元

気
に
す
る
た
め
に
地
域
資
源
を
活
用
し
女

性
部
の
組
織
力
を
活
か
し
て
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
展
開
し
よ
う
！
」
で
し
た
。

　

二
部
で
は
三
宅
村
、
あ
き
る
野
市
、
国

立
市
、
国
分
寺
市
の
四
つ
の
地
域
資
源
活

用
の
発
表
で
し
た
。
中
で
も
国
分
寺
の
女

性
部
は
、
国
分
寺
産
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を

使
用
し
た
「
こ
く
ぶ
ん
じ
ベ
リ
ー
」
を
開

　

今
年
の
全
国
大
会
は
、
二
月
十
五
日
に

リ
モ
ー
ト
参
加
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
全

国
六
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
、
各
代
表
者
に
よ
る
十
分
間
の
発
表
で

最
優
秀
賞
者
を
決
定
し
ま
す
。

　

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
・
佐
賀
県
の
大

お
お
ま
ち町

町
商

工
会
は
「
水
害
・
コ
ロ
ナ
・
水
害
」
と
三

年
連
続
の
大
打
撃
に
も
負
け
ず
、
前
を
向

き
、
今
年
も
十
年
前
か
ら
女
性
部
で
始
め

た
「
サ
ン
タ
事
業
」
を
行
い
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
飾
り
、
皆
で

演
出
を
考
え
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
、
心
を
込

め
て
贈
り
ま
し
た
。
「
相
手
の
こ
と
を
思

い
や
っ
て
、
地
域
を
元
気
づ
け
る　

力　

が
女
性
部
に
は
あ
る
」と
強
調
し
ま
し
た
。

　

東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
・
利
尻
町
商

工
会
は
、
地
元
の
ご
当
地
ア
イ
ス
と
し

て
、
う
に
味
・
こ
ん
ぶ
味
を
開
発
し
「
愛

【
災
害
は
不
幸
な
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を

ど
う
乗
り
越
え
る
か
？
唯
一
生
き
残
る
の

は
変
化
出
来
る
も
の
だ
】

　

災
害
の
危
機
管
理
は
平
時
が
如
何
に
大

切
か
と
い
う
事
を
学
ん
だ
有
意
義
な
研
修

会
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
野　

ひ
ろ
子

き
ま
し
た
。
富
士
山
が
美
し
く
見
え
る
中
、

午
前
八
時
集
合
。

　

ピ
ン
ク
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
着
替
え
、
清

掃
用
具
一
式
を
受
け
取
り
、
市
長
の
ご
挨

拶
、
担
当
の
方
々
の
諸
注
意
を
受
け
清
掃

開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
見
ゴ
ミ
は
少
な
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た

が
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
、
お
菓
子
の
袋
、

割
れ
た
ガ
ラ
ス
、
草
む
ら
の
中
か
ら
は
靴

を
収
集
し
ま
し
た
。
収
集
が
終
わ
り
、
美

し
い
多
摩
川
沿
い
を
見
て
、
掃
除
を
し
て

良
か
っ
た
な
〜
と
心
が
ス
ッ
キ
リ
と
し
ま

し
た
。

　

収
集
結
果
と
し
て
、
可
燃
ゴ
ミ
二
六
〇

㎏
、
不
燃
ゴ
ミ
二
〇
〇
㎏
、
粗
大
ゴ
ミ

四
〇
〇
㎏
、
び
ん
三
十
六
本
、
カ
ン

二
八
四
本
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
九
三
二
本
で

し
た
。

　

多
摩
川
沿
い
を
車
で
走
る
と
、
少
年
野

球
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
て
い
る
方
々
を
良

く
拝
見
し
ま
す
。
皆
が
心
地
よ
く
生
活
出

来
、
環
境
の
為
に
も
、
収
集
ゴ
ミ
の
量
の

結
果
を
見
て
い
た
だ
き
、
一
人
一
人
の
ゴ

ミ
を
捨
て
な
い
意
識
、
そ
し
て
行
動
の
必

要
性
を
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
し
た
。

　

代
々
の
先
輩
方
が
継
続
し
て
く
だ
さ
っ

て
ま
す
事
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
も
こ
の
活
動
を
継
続
し
、
親
し
ま
れ

る
美
し
い
多
摩
川
を
維
持
で
き
る
よ
う
切

に
願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
槻　

聖
子

多
摩
川
ク
リ
ー
ン
作
戦（
秋
）

多
摩
川
ク
リ
ー
ン
作
戦（
秋
）

第
二
回
地
域
密
着
型
研
修
会

第
二
回
地
域
密
着
型
研
修
会

発
か
ら
十
五
年
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
販
売

し
て
お
り
、
ブ
ラ
ン
ド
認
定
さ
れ
、
更
に

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
も
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
国
分
寺
グ
ル
メ
と
い
う
地
元
の

お
店
を
紹
介
す
る
冊
子
も
作
成
さ
れ
る
な

ど
多
方
面
の
展
開
が
素
晴
ら
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
田　

悦
子

商
工
会
女
性
部

商
工
会
女
性
部

　
全
国
大
会
㏌
お
お
い
た

　
全
国
大
会
㏌
お
お
い
た
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昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、厳
し
い
経
済
環
境
の
中
、

す
利
尻
山
」
と
名
付
け
、
女
性
部
の
皆
の

後
押
し
や
協
力
も
あ
り
、
商
品
を
開
発
す

る
！
と
い
う
意
気
込
み
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。
地
元
愛
に
溢
れ
、
地
元
を
笑
顔
に
！

と
頑
張
っ
て
い
る
様
子
が
良
く
わ
か
り
ま

し
た
。

　

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
・
富
山
県
庄
川
町
商
工

会
は
、　

ゆ
ず 

が
有
名
で
、 

ゆ
ず
味
噌

ジ
ェ
ラ
ー
ト　

を
開
発
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
も
地
元
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ー
ム
と
ゆ
ず
商
品
開
発
チ
ー

ム
に
分
か
れ
、
皆
で
話
し
合
い
を
重
ね
て
、

昨
年
、
三
つ
の
動
画
を
配
信
、
地
域
や
ゆ

ず
商
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
・
鳥
取
県
三
朝

町
商
工
会
は
、　

人
と
笑
顔　

を
テ
ー
マ

に
、
女
性
部
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
為
、
動
画

撮
影
を
始
め
て
、
「
会
い
に
行
け
る
美
笑

女
・
美
笑
女
図
鑑
」
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

に
て
配
信
さ
せ
、
新
し
い
挑
戦
を
一
つ
一

つ
乗
り
越
え
て
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
ま

し
た
。

　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
山
梨
県
南
部
町
商
工

会
は
、
「
南
部
生
姜
」
の
加
工
品
の
開
発

に
挑
戦
し
、
「
ジ
ャ
ム
ｄ
ｅ
生
姜
」
・
生
姜

シ
ロ
ッ
プ
「
な
ん
ぶ
美
じ
ん
じ
ゃ
ー
」
を

商
品
化
し
ま
し
た
。
毎
年
十
一
月
に
実
施

す
る
、
道
の
駅
な
ど
の
販
売
は
恒
例
行
事

で
す
。
小
学
校
に
お
い
て
も
、
校
外
実
習

を
実
施
し
、
町
内
で
も
生
姜
を
増
産
し
よ

う
と
い
う
、
高
ま
り
が
あ
り
、
町
を
活
性

化
さ
せ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の
は
、
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
・
福
井
県
池
田
町
商
工
会
の
、
第

三
の
人
生
を
目
指
し
て
千
葉
か
ら
移
住
し

て
き
た
杉
さ
ん
で
す
。
未
来
の
為
、
子
供

た
ち
の
「
ジ
ュ
ニ
ア
部
」
を
作
っ
て
、
子

供
た
ち
が
商
売
を
体
験
す
る
機
会
を
作
ろ

う
と
、
女
性
部
が
新
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
煮
付

け
て
、
「
新
コ
ロ
芋
」
を
子
供
た
ち
と
一

緒
に
販
売
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
春
よ

こ
い
！
祭
り
で
も
、
ク
レ
ー
プ
や
プ
リ
ン

の
販
売
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
お
話
が

と
て
も
お
上
手
で
、
子
供
た
ち
に
ビ
ジ
ネ

ス
を
教
え
て
い
く
こ
と
＝
人
づ
く
り
だ
と

言
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
は
、
地
域
へ
の
思
い

が
溢
れ
て
い
て
、と
て
も
パ
ワ
ー
を
感
じ
、

ま
た
、
女
性
な
ら
で
は
の
感
性
が
活
か
さ

れ
た
発
表
で
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
大
分
県
庄
内
町
で

育
っ
た
、
義
足
の
ス
プ
リ
ン
タ
ー
の
中
西

摩
耶
さ
ん
、
「
あ
き
ら
め
な
い
心
」
で
し

た
。
高
校
時
代
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
す
る
も
職
場
で
事
故
に
あ

い
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
道
は
あ
き
ら
め
、

義
足
を
し
て
陸
上
競
技
に
転
向
し
ま
し

た
。
二
〇
〇
八
年
に
は
渡
米
し
、
日
米
を

往
復
す
る
活
動
資
金
の
調
達
に
も
苦
し
み

な
が
ら
も
練
習
を
続
け
て
、
二
〇
一
九
年

世
界
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
選
手
権

に
、
走
り
幅
跳
び
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

ま
し
た
。
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
六

位
で
し
た
が
、
パ
リ
を
目
指
す
と
の
こ
と

で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
「
失
敗
し
な

い
時
は
挑
戦
し
な
い
時
」
「
か
な
わ
な
い

夢
は
な
い
、
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
」を
モ
ッ

ト
ー
に
、
ど
こ
ま
で
も
あ
き
ら
め
な
い
心

の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

令
和
四
年
度
の
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は

七
月
に
山
梨
県
河
口
湖
で
開
催
予
定
、
全

国
大
会
は
、
十
月
に
宮
城
県
仙
台
市
で
開

催
予
定
で
す
。
コ
ロ
ナ
が
少
し
で
も
収
束

し
て
、こ
れ
か
ら
元
気
に
笑
顔
で
楽
し
く
、

女
性
部
が
活
動
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
川　

由
紀
子

部
員
増
強

部
員
増
強

調
布
の
事
業
者
は
互
い
に
手
を
取
り
合
い

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

調
布
市
商
工
会
女
性
部
に
と
っ
て
も

厳
し
い
環
境
は
例
外
で
は
な
く
、
廃
業

な
ど
の
理
由
か
ら
、
平
成
十
年
度
の

二
百
三
十
六
名
を
ピ
ー
ク
に
減
少
の
一
途

を
た
ど
り
、
本
年
度
初
め
に
は
百
三
十
七

名
と
な
り
ま
し
た
。
商
工
会
女
性
部
は
互

助
の
組
織
で
す
。
部
員
数
の
減
少
を
こ
の

ま
ま
許
せ
ば
、
支
え
あ
い
の
力
を
徐
々
に

失
い
、
女
性
部
そ
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、

歴
代
の
女
性
部
員
が
担
っ
て
き
た
調
布
の

街
の
賑
わ
い
自
体
が
活
気
を
失
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
未
来
に
向

け
た
女
性
部
発
展
の
た
め
、
新
し
い
部
員

を
広
く
募
集
し
、
女
性
部
の
輪
を
広
げ
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
役
員
を
中
心

に
部
員
増
強
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
役
員
だ
け
で
は
な

く
、
調
布
市
商
工
会
女
性
部
一
丸
と
な
っ

て
部
員
増
強
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

か
つ
て
の
女
性
部
の
活
気
を
取
り
戻
す

だ
け
で
は
な
く
、
一
人
一
人
の
輪
を
大
切

に
互
い
を
助
け
合
う
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

女
性
部
加
入
は
随
時
受
付
を
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
い
た
だ
き
組
織

活
性
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
せ
。
連
絡

は
事
務
局
ま
た
は
地
域
振
興
委
員
ま
で
お

願
い
致
し
ま
す
。
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新
任
幹
事
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
、
山
本

美
枝
子
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
商
工
会
の
活
動
が
自

由
に
で
き
ず
残
念
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
修
理
・
リ
フ
ォ
ー
ム

を
メ
イ
ン
に
二
十
五
年
以
上
仕
事
を
し
て

お
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
新
た
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
販
路
を

見
つ
け
、
全
国
の
お
客
様
よ
り
ご
注
文
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
大
勢
の
お
客
様

よ
り
仕
上
が
っ
た
お
品
物
を
見
て
、
「
注

文
し
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
温
か
い
お
言

葉
を
い
た
だ
き
、
日
々
の
励
み
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

感
染
が
収
束
し
ま
し
た
ら
、
女
性
部
の

幹
事
と
し
て
務
め
を
果
た
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。　

　

こ
の
度
、
商
工
会
女
性
部
に
入
会
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
大
槻
聖
子
で
す
。

調
布
と
い
う
街
を
し
っ
か
り
と
繁
栄
さ

せ
、
そ
し
て
皆
様
が
心
地
よ
く
生
活
出
来

る
よ
う
に
、
女
性
部
と
し
て
出
来
る
事
な

ど
を
皆
と
協
力
を
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

今
回
も
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た　

広
報
委
員
全

員
、
無
事
お
届
け
で
き
て
ホ
ッ
と
し
て
い

ま
す　

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
色
々
お
忙
し
い

中
原
稿
を
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
任
幹
事

新
任
幹
事

編
集
後
記

編
集
後
記

　

こ
の
度
、
商
工
会
女
性
部
の
幹
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
パ
オ

コ
ー
ヒ
ー
の
小
田
金
き
よ
み
で
す
。

　

幹
事
の
仕
事
は
初
め
て
で
、
至
ら
な
い

こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員
長　

北
川
由
紀
子

　
　

副
部
長　

美
野
ひ
ろ
子

　
　
　
　
　
　

桜
井　

朝
子

　
　
　
　
　
　

中
島　

洋
子

　
　
　
　
　
　

鈴
木
あ
ゆ
み

　
　
　
　
　
　

白
井　

久
美

　

新
任
幹
事
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
、
佐
藤

啓
子
で
す
。

　

私
の
父
は
深
大
寺
、
母
は
国
領
、
そ
し

て
私
は
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
国
領
に
住

ん
で
お
り
ま
す
。

　

調
布
も
色
々
と
様
変
わ
り
を
し
ま
し
た

が
、
変
わ
ら
ず
大
好
き
な
街
で
す
。

　

三
十
年
近
く
、
美
と
健
康
・
安
全
・
環

境
を
考
え
、
常
に
人
と
の
交
流
を
大
切
に

や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

新
任
監
査
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
、
桜
井

朝
子
で
す
。

　

広
報
誌
作
成
は
、
広
報
委
員
だ
け
で
作

成
す
る
の
で
は
な
く
女
性
部
の
皆
様
の
協

力
も
必
要
で
す
。
写
真
掲
載
や
感
想
文
を

依
頼
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
際

に
は
是
非
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。


